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2lp-5　　　 乳児衣料設計のための Ｏ歳児形態動態的成長に関する研究
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目的　 成長発育の著しい乳幼児期に着用する衣料は，生理機能を阻害せず，心身の発達・成長に

順応し，さらに運動機能性を考慮した設計が望ましい．そのため，乳児の発育に応じた身体の寸

法や形態の特徴を把握する必要があると考える．しかし乳児用のJIS 衣料サイズは1980 年以来改

正されていない.そこでＯ歳児に適合した衣料の設計を目的に13 ヶ月以下の乳児を対象に計測を

実施し，成長による身体形態の特徴について考察を試みた，

方法　研究資料は新生児～13 ヶ月の乳児341  名の計測原票である．計測時期・場所は1997 年5

～11 月にかけて，主に京都市内の保育園（所）および産科医院である．計測項目は基本計測42

項目と動作時の形態・寸法把握のための24 項目である．計測方法はJIS 衣料サイズのための乳児

計測方法に準拠し，一部私案を加えた．計測値資料を男女別に月齢区分し統計処理を施し，加月

齢による成長様相，動作による変化について考察した．

結果　 ①42 項目平均値の月齢毎・男女間には有意差はほとんど認められず,   0歳児の衣料に男女

差は不要と考える. ②男女一括月齢的成長は，高径・周径とも４ヶ月頃までは顕著であるが，以

後緩慢となる. ③月齢別の成長様相と日常動作機能を考慮して,  1 （0・Ｉヶ月）, 2  （2･3･4 ヶ月），

3 （5・６・フヶ月)，4   （8・9・10 ヶ月）.  5  （11・12 ・13 ヶ月）の５ステップに分けて考察した．

ステップ１と２間の増加率は，ほとんどの項目が，ステップ2 以降の各ステップ間より顕著であ

った．④③の考察から Ｏ歳児のサイズ区分は，ステップ別成長様相と動作特性から考慮して,   4

グループに区分したサイズ設定が妥当と考える. ⑤設定した部位の動作時の伸展率は，長径では

上肢上挙時の脇丈，座位時の殿溝部，前屈時の背丈が，幅径では後液点間幅が特に大きかった．

2lp-7 若年女子における身体の形態変化(左右差)と衣服設計上の問題点

－1978 年と1998 年との比較一
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【目的】着衣基体としての体型研究や被服製作の授業を通して,近年富みに若い女性の体型

の左右差, ねじれなど姿勢の悪さを痛感する.通常,体型研究は, 正常体で左右が対称である

ことを前提とし,主として右半身を計測する,また,既製衣料も同様,左右対称に作られている．

着心地の良い衣服設計を行うために必須とされる身体形状について,左右差の実態を明らかに

した，

【方法】被験者は18･19 歳の若年女子であり,ナチュラルなブラジャー,ショーツの上に競泳用

水着を着用し,胴囲に2  cm幅のインサイトベルトを巻き,静立時の正面, 右側面, 後面,左側面

の ４ 方向の体型写真を撮影した.解析に用いたデーターは,    1/5大に正確に引き伸ばした体

型写真の計測値および撮影時に採取した身体計測値である.

【結果】1998 年次学生について見ると,高径における胴囲高では左右に差がある人は約2/3

であり,肩峰点高では更に多く約5/6 の人に差が認められた.また肩傾斜角度でも同様の傾向

を示し,右肩の高い人が多い. 正面写真において正中線を通る基準線からの左右の差について

は,胴囲幅では約2/3 の人が差を示し,更に足首の位置では約5/6 の人に左右差が認められ，

体が傾いている人がかなり見られる.
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